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研究成果概要 

 重力波の直接検出をめざす観測を行うためには、まず、感度が高いことが必須である。

すでに CLIO の常温感度はサファイアミラーの熱雑音に支配されるようになっており、

ミラーを冷却することによって常温のベスト感度を更新することにも成功している。今

後はさらに感度を上げて、低温ミラーの優位性を明確に実証することが重要となる。 

 さて、ここで雑音源の発見と感度向上作業に役に立つのがデジタル制御系である。重

力波検出器はレーザー干渉計であるから、もちろん光学系が主であるが、それよりも複

雑なのが干渉計制御、つまり電気系である。簡単に言えば、多重のフィードバック制御

回路になっており、これを低雑音化するのはかなり難しい。電気系の雑音（抵抗の熱雑

音やオペアンプの出力雑音など）が制御系を介してミラーを揺らし、雑音源がすぐにわ

からないことも多いからである。このような複雑な制御系では、デジタル制御が真価を

発揮する。実例として、LIGO におけるめざましい感度向上が、デジタル制御の恩恵をか

なり受けてきたことは明らかである。複雑な制御パラメーターを PC 画面上で簡単に変

更でき、多数の実験を行うことができるからである。そのような背景の中、CLIO にも

LIGO のデジタル制御システムを導入することにより、雑音源を詳細に把握することにし

た。そのためには LIGO との共同研究がかかせないので、今年度は LIGO に一人研究者

を派遣し、現場でデジタル制御技術を取得させ、帰国後 CLIO に組み込んでいるところ

である。CLIO への LIGO のデジタル制御系導入の作業自体はそれほど難しくなく、す

でにデジタル制御が稼動し始めている。 

 また、今年度は新しいミラー位置センサーＬＳＰＩの開発も進めた。 
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